
内
販


内
販



円
か


円
か

輸
入


下
回
る
見
通
し

輸
入


下
回
る
見
通
し

アア
イ
ス
・
シ
シ

モ
卵

ア
イ
ス
・
シ
シ

モ
卵

今秋、台湾国際漁業見本市　　出展者募集今秋、台湾国際漁業見本市　　出展者募集日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
設
置
を
計
画

日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
設
置
を
計
画


羽
田
を
拠
点
に
活
動
着
手


羽
田
を
拠
点
に
活
動
着
手

検
疫

通
関

ワ
ン
ス
ト

プ
へ

検
疫

通
関

ワ
ン
ス
ト

プ
へ
環
境
整
備

環
境
整
備

東京都生鮮物東京都生鮮物
輸　出　協　議　会

タイで食品見本市　日からタイで食品見本市　日から
水
産

社
が
ア
ピ

ル

ジジ

ト
ロ

ジ

ト
ロ

円
高
ペ
ル

産

円
安

円
高
ペ
ル

産

円
安

輸
入
輸
入
　

ネ
シ
ア
の
漁
模
様
に
注
目

　

ネ
シ
ア
の
漁
模
様
に
注
目

　　

ト
　
ビ
　
卵
　

　

ト
　
ビ
　
卵
　

バ
ン
コ
ク
上
昇


も

バ
ン
コ
ク
上
昇


も

国
内
相
場
影
響
少
な
い


国
内
相
場
影
響
少
な
い


　　

冷
　

凍
　

カ
　

ツ
　

オ
　

　

冷
　

凍
　

カ
　

ツ
　

オ
　

（２）第三種郵便物認可 ２０１６年（平成２８年）５月２４日　　　　火曜日（日刊）

 

 

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
産
シ
シ


モ
卵
の
価
格
交
渉
が
佳
境
に

入

た

オ
フ


水
準
は

２
０
１
４
年
に
匹
敵
す
る
高

値


様
子
見
を
続
け

こ

う
着
状
態
だ

た
が

今
週

に
も
決
ま
る

と
み
ら
れ
て

い
る


　
輸
入
業
者
に
よ
れ
ば

現

在
の
オ
フ


水
準
で
の
内

販
価
格
は

キ
ロ
当
た
り
１

２
０
０

１
１
５
０
円

ア

イ
ス
ラ
ン
ド
産
シ
シ

モ
卵

は
　



年
と
生
産
が
安

定


年
は
繰
り
越
し
在
庫

や
ノ
ル
ウ


産
を
含
め
供

給
量
は
２
万



年
も
繰

り
越
し
在
庫
を
含
め
１
万
４

０
０
０

と
な
り

日
本
は

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら

年
２

３
１
０



年
２
３
０
６


を
輸
入
し
た

し
か
し



年
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
生

産
が
未
熟
卵
中
心
に
６
０
０

０

に
と
ど
ま
り

輸
入
量

は
買
い
付
け
価
格
高
騰
も
あ


て
１
４
９
４

と
減
少


内
販
価
格
は
キ
ロ
１
２
０
０

円

前
年
４
０
０
円

と
暴

騰
し
た


　
昨
年
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の

シ
シ

モ
卵
の
生
産
は
平
年

並
み
の
１
万
２
０
０
０



供
給
は
ノ
ル
ウ


産
も
含

め
１
万
８
０
０
０

と
な

り

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
の

輸
入
も
２
７
６
７

と
回
復

し
た

た
だ

内
販
価
格
は

繰
り
越
し
在
庫
が
少
な
か


た
こ
と
や
円
安
な
ど
か
ら
キ

ロ
８
０
０
円
と
な

た


　
今
年
は
ノ
ル
ウ


が
資

源
悪
化
を
理
由
に
禁
漁
を
実

施

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
漁
獲

枠
も
昨
年
の
４
分
の
１
の
９

万
４
９
９
９

と
な

た


漁
獲
枠
の
約
７
割
の
７
万


を
シ
シ

モ
卵
に
向
け
た

が

卵
生
産
は
９
０
０
０


に
終
わ

た


　
輸
入
業
者
に
よ
れ
ば

ア

イ
ス
ラ
ン
ド
の
パ

カ

の

グ
ル

プ
内
で
の
シ
シ

モ

卵
加
工
が
増
え
て
お
り

外

売
り

輸
出

で
き
る
数
量

は
６
０
０
０

程
度
し
か
な

い

と
い
う


　
一
方

昨
年

月
の
資
源

調
査
で
０

２
歳
魚
の
バ
イ

オ
マ
ス
の
落
ち
込
み
が
確
認

さ
れ

今
年
の
調
査
で
改
善

が
な
い
場
合
は
禁
漁
の
可
能

性
が
あ
る

と
の
情
報
も
流

れ
て
い
る

こ
の
た
め

今

年

来
年
の
２
年
を
か
け
て

販
売
す
れ
ば
よ
い
と
思

て

い
る
パ

カ

も
い
る



輸
入
業
者

状
況
で

オ

フ


水
準
が
下
が
る
可
能

性
は
な
く

現
在
で
の
提
示

水
準
で
の
買
い
付
け
・
販
売

と
な
り

輸
入
量
も
１
５
０

０

を
切
る
と
み
ら
れ
て
い

る


水産業の川上、川中、川下分野を網羅する展示エリアを計画

　
台
湾
唯
一
の
国
際
漁
業
展

台
湾
国
際
漁
業
見
本
市

が


月
９


日
台
湾
の
高
雄
展
示
セ
ン
タ

で
開
か
れ
る


昨
年
の
第
１
回
に
続
く
開
催

今
回
は
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
な

ど
日
本
産
を
ア
ピ

ル
で
き
る
ス
ペ

ス
設
置
も
計
画
し
て

お
り

現
在

出
展
者
を
募
集
し
て
い
る


　
見
本
市
の
主
催
は
中
華
民
国

対
外
貿
易
発
展
協
会
と
貿
有
展

覧
有
限
公
司

同
見
本
市
で
は

中
国
や
香
港
な
ど
の
ア
ジ
ア
に

加
え

シ
ン
ガ
ポ

ル
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域


米
国
な
ど
か
ら
も
バ
イ
ヤ

が

集
結
す
る
な
ど
幅
広
い
バ
イ
ヤ


層
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
期
待
で

き
る


　
前
回
は
２
１
５
社
・
団
体
が

出
展

来
場
者
は
６
５
２
７
人

に
上

た

今
回
は
新
た
に
水

産
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

部
門

を
新
設
し

ト

タ
ル
で
出
展

者
２
５
０
社
・
団
体

ブ

ス

数
５
０
０
を
予
定

来
場
者
数

７
０
０
０
人
を
見
込
む


　
会
場
は
水
産
業
の
川
上

川

中

川
下
分
野
を
網
羅
す
る
展

示
エ
リ
ア
を
計
画

水
産
物
や

水
産
加
工
品

漁
具
や
技
術


加
工
機
器

養
殖
な
ど
８
エ
リ

ア
に
分
け
て

最
新
技
術

製

品

サ

ビ
ス
な
ど
を
提
供
す

る


　
ブ

ス

９
平
方


出
展

料
は
７
月
末
ま
で
の
早
期
申

し
込
み
の
場
合

ス
ペ

ス

の
み
が
２
１
０
０


シ


ル
ス
キ

ム

間
仕
切
り
壁

や
カ

ペ

ト

社
名
パ
ネ

ル

商
談
用
テ

ブ
ル

照
明

な
ど
含
む

が
２
３
１
０



８
月
１
日
以
降
は
そ
れ
ぞ
れ

２
３
１
０


２
５
２
０

と

な
る


　
出
展
に
関
す
る
申
し
込
み


問
い
合
わ
せ
は
台
湾
貿
易
セ
ン

タ

東
京
事
務
所
ま
で


　
▼
台
湾
貿
易
セ
ン
タ

東
京

事
務
所
‖


・
３
５
１
４
・

４
７
０
０
メ

ル
：tokyo@t

aitra.gr.jp
　
▼
見
本
市
ウ

ブ
サ
イ
ト

‖www.taiwanfishery.com

　
日
本
貿
易
振
興
機
構

ジ


ト
ロ

は



日

タ

イ
・
バ
ン
コ
ク
で
行
わ
れ
る

同
国
最
大
級
の
総
合
食
品
見

本
市

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｘ
２

０
１
６

に
ジ

パ
ン
パ
ビ

リ
オ
ン
設
け
る

水
産
関
係

で
は

社
が
出
展
し

タ
イ

や
近
隣
諸
国
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス

拡
大
を
狙
う


　
ジ

ト
ロ
の
同
見
本
市
参

加
は
５
年
連
続
６
回
目

全

体
で
は

社
・
団
体
が
出
品

す
る

水
産
関
連
は
ホ
タ
テ

や
ア
ワ
ビ

カ
キ
な
ど
の
貝

類
の
他

鮮
魚

サ
ケ

タ

コ

イ
カ

ウ
ナ
ギ

加
工

品
な
ど
を
紹
介
し

タ
イ
や

近
隣
国
の
バ
イ
ヤ

へ
ア
ピ


ル
す
る


　
パ
ビ
リ
オ
ン
内
で
は
品
目

別
に
ブ

ス
を
配
置

特
設

コ

ナ

で
は
現
地
シ

フ

３
人
が
出
品
企
業
が
提
供
す

る
食
材
を
使
い

現
地
の
味

覚
に
合

た
レ
シ
ピ
を
料
理

す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ

シ


ン
を
行
う


　
日
本
の
タ
イ
向
け
農
林
水

産
物
輸
出
額
は
６
年
連
続
で

拡
大

昨
年
は
３
８
５
億
円

と
過
去
最
高
を
記
録
し
た


う
ち
約
半
分
は
加
工
向
け
の

水
産
物

ま
た

同
国
内
で

は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
２

３
６
４
店
舗
と
普
及
が
進

み

ラ

メ
ン
や
寿
司
な
ど

が
現
地
の
日
常
料
理
に
含
ま

れ
る
な
ど
日
本
食
ニ

ズ
が

高
ま

て
い
る


　
東
京
都
生
鮮
物
輸
出
協
議

会

会
長

磯
村
信
夫
大
田

花
き
社
長

は
２
０
１
６
年

度

羽
田
空
港

東
京

を

輸
出
の
拠
点
と
し
て
活
用
す

る
た
め
の
活
動
を
始
め
た


検
疫
や
通
関
手
続
き
を
ワ
ン

ス
ト

プ
で
行
い

輸
出
業

務
の
効
率
化
を
図
る


　
東
京
都
生
鮮
物
輸
出
協
議

会
は

中
央
魚
類

東
京
青

果

大
田
花
き
の
３
社
を
メ


ン
の
メ
ン
バ

と
し

昨

年
５
月
に
設
立
し
た

国
産

生
鮮
３
品

農
産
品

水
産

品

花
き

の
輸
出
拡
大
に

連
携
し
て
取
り
組
む


　
築
地

豊
洲

大
田
市
場

は
い
ず
れ
も
羽
田
空
港
に
近

接
し
て
い
る
た
め

地
の
利

を
生
か
し

空
港
施
設
内
で

検
疫
や
各
種
証
明
書
の
取
得

を
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
考

え
だ

今
年
度
は
羽
田
空
港

の
管
理
会
社
と

打
ち
合
わ

せ
や
施
設
見
学
を
行
う
計

画


　
昨
年
は
成
田
空
港
千
葉


に
近
い
成
田
市
場
が

市
場

内
で
青
果
物
輸
出
の
検
疫


通
関
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト


プ
化
実
験
を
行

た

同
協

議
会
は
今
年
度

成
田
市
場

で
の
研
修
も
予
定
し
て
い

る


　
同
協
議
会
の
活
動
は
現

在

輸
出
し
や
す
い
環
境
の

整
備
や
需
要
把
握
の
段
階

だ

将
来
的
に

ど
の
よ
う

な
商
流
で
輸
出
業
務
を
行
う

か

輸
出
手
続
き
を
代
行
す

る
組
織
を
つ
く
る
べ
き
な
の

か
な
ど
は
未
定


同
協
議

会

と
い
う


　
な
お

活
動
資
金
に
は
農

水
省
食
料
産
業
局
が
国
際
空

港
に
地
理
的
に
近
い
卸
売
市

場
の
輸
出
事
業
を
支
援
す
る


国
際
農
産
物
等
市
場
構
想

推
進
事
業

か
ら
の
補
助
金

を
充
て
る


シ
ン
ガ
ポ

ル
で

常
設
日
本
産
フ

ア

　
同
協
議
会
は
今
年
度

シ

ン
ガ
ポ

ル
で
常
設
の
日
本

産
生
鮮
品
フ

ア
も
行
う


昨
年
度

現
地
か
ら
招
へ
い

し
た
大
手
量
販
店
バ
イ
ヤ


と
の
取
り
組
み
だ

売
り
場

の
一
部
に

同
協
議
会
が
水

産
物
と
青
果
を
並
べ
る


　

日
本
の
駐
在
員
が
買
い

に
来
る
だ
け
で
な
く

現
地

の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
や
デ
パ


ト
が
仕
入
れ
に
来
れ
る
よ

う
な
価
格
帯

品
ぞ
ろ
え
で

臨
む

と
中
央
魚
類

同
社

は
既
に
同
国
向
け
に
輸
出
を

し
て
い
る
が

さ
ら
に
数
量

が
増
え
る
こ
と
と
な
る

同

国
に
は

ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ

と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く

ら
い
の
飲
食
店
が
あ
る



同
協
議
会

と
期
待
を
か

け
る


　
こ
の
他

現
地
バ
イ
ヤ


の
産
地
市
場
見
学
や
豪
州


ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
の
販

促
活
動
も
予
定
す
る


　
ト
ビ
卵
は
主
産
地
ペ
ル


で
昨
年

月
か
ら
始
ま

た

漁
が
３
月
に
終
わ

た

５

月
か
ら
も
う
一
つ
の
主
産
地

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
漁
が
始
ま


た
が


相
場
は
今
後
の

漁
次
第


加
工
業
者



　
加
工
業
者
に
よ
る
と

ペ

ル

の
生
産
量
は
塩
蔵
ベ


ス
で
前
年
比
３
割
減
の
７
０

０


前
半
は
好
漁
が
続
い

た
も
の
の

後
半
は
エ
ル
ニ


ニ

に
よ
り
不
振
だ


た

キ
ロ
単
価
は
円
高
の
恩

恵
も
あ
り

前
年
よ
り
１
０

０
円
安
い
７
０
０
円
と
な


て
い
る

昨
年
の
搬
入
が
順

調
だ

た
た
め


タ
イ
ト

感
は
な
い

と
い
う


　
一
方

乾
燥
卵
主
体
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
産
も
昨
年
は
豊

漁
だ

た
た
め


現
時
点

で
タ
イ
ト
感
は
な
い


加

工
業
者


今
後
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
漁
模
様
と
と
も
に

比
較
さ
れ
る
シ
シ

モ
卵
の

動
向
に
注
目
が
集
ま
る



シ
シ

モ
卵
相
場
が
上
が

れ
ば
連
動
す
る
可
能
性
も


冷
静
な
対
応
が
必
要

と
加

工
業
者


　
冷
凍
カ
ツ
オ
の
国
際
相
場

で
あ
る
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
値

が
上
昇
す
る
と
の
見
方
が
強

い

巻
網
船
が
カ
ツ
オ
を
効

率
良
く
漁
獲
す
る
た
め
に
使

う
浮
き
漁
礁

Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ


が
７


月

使
え
な
く
な

り

供
給
が
減
る
た
め
だ


商
社
筋
は
ト
ン
１
８
０
０


１
７
０
０

ま
で
上
が
る
と

予
想
す
る

一
方

高
値
安

定
だ

た
国
内
相
場
は
弱
含

み
で
推
移

商
社
筋
は
一
時

的
な
も
の
と
み
て
お
り



今
後

バ
ン
コ
ク
値
の
影

響
が
国
内
に
出
る
可
能
性
は

低
い

と
話
す


　
世
界
最
大
の
冷
凍
カ
ツ
オ

輸
入
国
で
あ
る
タ
イ
・
バ
ン

コ
ク
の
価
格
は

日
本
の
輸

出
相
場
の
指
標
と
な
る

国

内
の
加
工
業
者
は
輸
出
相
場

よ
り
高
い
価
格
を
提
示
し
な

い
と

原
料
が
輸
出
に
回


て
し
ま
う

そ
の
た
め
バ
ン

コ
ク
値
は
国
内
相
場
の
底
を

支
え
る
が


日
現
在

両

相
場
の
差
は
大
き
い


　
焼
津
漁
業
協
同
組
合
に
よ

る
と


日
の
同
港
ブ
ラ
イ

ン

加
工
用
巻
網
物

価
格

は
１
・
８

上
と
２
・
５


上
で
キ
ロ
１
８
５

１
７
５

円

一
方

輸
出
相
場
は
１

５
６

１
５
１
円

バ
ン
コ

ク
値
は
ト
ン
１
６
２
０

で

推
移
す
る

仮
に
バ
ン
コ
ク

値
が
１
８
０
０

ま
で
上
が

れ
ば

輸
出
相
場
は
１
７
２

円
ま
で
上
昇
し

現
状
の
国
内
相
場
に
接
近

た
だ

７

月
は
国
内
巻
網
船
が
近
海
漁

場
で
脂
の
り
の
良
い
カ
ツ
オ

を
Ｐ
Ｓ

生
食
用

で
生
産

す
る
た
め

ブ
ラ
イ
ン
は
減

る
見
通
し

国
内
相
場
は
今

後

底
堅
く
推
移
し

輸
出

相
場
が
底
を
支
え
る
状
況
に

は
な
ら
な
い
と
商
社
筋
は
み

て
い
る



